
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
重

要
な
役
割
で
あ
る
た
め
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

認
知
症
医
療
に

関
す
る
情
報
発
信
・

普
及
啓
発
活
動

図書
コーナー

市民公開
講座

　

い
ず
み
病
棟
１
階
の
ロ
ビ
ー
で

は
、
認
知
症
関
連
資
料
を
配
架
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
を
設

置
す
る
と
も
に
、
認
知
症
関
連
書

書
籍
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
図
書

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。（
写

真
１
）

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
や
む

な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
３
月
７
日（
土
）
に
は
、

第
１
回
市
民
公
開
講
座
と
し
て

「
認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え
る

た
め
に
〜
京
都
市
に
お
け
る
認
知

46
・
９
件
）
で
し
た
。

　

そ
の
う
ち
初
め
て
受
診
し
た
方

（
新
規
外
来
）
は
１
２
８
人
（
月

平
均
：
10
・
６
人
）。
新
規
外
来

の
内
訳
は
、
表
４
（
年
齢
）、
表

５
（
住
所
地
）、
表
６
（
診
断
名
）、

表
７
（
認
知
症
重
症
度
）
の
と
お

り
で
す
。

　

認
知
症
重
症
度
（Clinical 

D
em

entia Rating

：CD
R

）
で

は
、「
重
度
（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
３
）」
と
「
中

等
度
（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
２
）」
を
合
わ
せ

る
と
69
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
年

齢
層
で
は
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以

上
）
が
87
％
と
な
っ
て
お
り
、
認

知
症
に
関
し
て
も
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
必
要
と
い
わ
れ
な
が
ら
、

実
際
に
は
重
度
化
・
高
齢
化
し
て

か
ら
で
な
い
と
受
診
に
繫
が
っ
て

い
な
い
実
態
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

軽
度
の
認
知
症
ま
た
は
若
年
性
認

知
症
の
人
へ
の
支
援
も
認
知
症
疾

75歳～79歳
20%

80歳～84歳
32%

85歳以上
35%

65歳～
69歳 2%

65歳未満
2%

70歳～
74歳 9%

表４　新規外来の年齢

京都市
88%

京都市以外12%

表５　新規外来の住所地

なし（CDR0）
10%

認知症の疑い
（CDR0.5） 7%

軽度認知症
（CDR1） 10%

中等度認知症
（CDR2）

35%

重度認知症
（CDR3）

34%

未鑑別
4%

表７　新規外来の認知症重症度

写真１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
京
都

市
長
寿
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
な
ど
）
に

よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
る

予
定
で
し
た
。

症
支
援
の
動
き
〜
」
の
開
催
を
企

画
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
認
知

症
サ
ポ
ー
ト
医
で
あ
る
当
院
の
澤

田
院
長
の
講
演
の
ほ
か
、
多
職
種

（
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
、

け
医
、
地
域
の
相
談
拠
点
、
専
門

医
療
機
関
の
連
携
の
中
で
司
令
塔

と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
、
そ
し
て

多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
北
山
病
院
と
し
て
認
知

症
医
療
・
ケ
ア
の
長
い
歴
史
の
中

で
培
っ
て
き
た
経
験
を
元
に
、
こ

れ
か
ら
も
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

令
和
元
年
６
月
、
国
（
認
知
症

施
策
推
進
関
係
閣
僚
会
議
）は「
認

知
症
施
策
推
進
大
綱
」
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。「
認
知
症
は
特
別

な
病
気
で
は
な
く
、
誰
も
が
な
り

う
る
」
と
の
考
え
方
の
も
と
、
認

知
症
に
関
す
る
問
題
は
、
医
療
・

介
護
の
分
野
だ
け
に
限
定
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
が
総
力
を
挙
げ
て
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
認
知
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ

�

京
都
市
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー�

北
山
病
院
の
今
後
に
つ
い
て

3

正常または健常6

軽度認知障害（MCI）5

アルツハイマー型認知症62

血管性認知症11

レビー小体型認知症8

前頭側頭型認知症2

外傷性脳損傷による認知症1

物質・医薬品誘発性による認知症2

HIV感染による認知症0

プリオン病による認知症0

パーキンソン病による認知症0

ハンチントン病による認知症0

正常圧水頭症0

他の医学的疾患による認知症4

複数の病因による認知症8

詳細不明の認知症2

器質性精神障害3

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害0

気分（感情）障害5

てんかん1

神経発達障害（知的発達障害を含む）0

上記以外の精神疾患1

上記以外の神経疾患0

上記以外の疾患0

診断保留7

表６　新規外来の診断名
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